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平成２６年度がスタートして早くも３週間が過ぎました。正門の前の円形花壇には、色とりど

りの花が競い合うように咲き、まさに春爛漫です。そして、新１年生は、入学後のオリエンテー

ションや２・３年生が行ってくれた新入生説明会のお陰で、大泉北中の学校生活の様子がずいぶ

ん分かったようで、校舎内を歩く姿もとても落ち着いて見えます。今は、先輩たちや先生方に大

きな声で元気にあいさつを交わすことができ、とてもうれしく思っています。

さて、４月の朝礼では、ロシアのソチで開催された第２２回 ソチオリンピックを話題にしま

した。時間の関係で、その１ヶ月後に行われたパラリンピックの話はできませんでしたが、ソチ

オリンピックで獲得したメダルの数が冬季オリンピック史上２番目の８個であること、一番は、

１９９８年に開催された長野オリンピックの１０個であることなどを話しました。そして、唯一

の金メダリスト フィギアスケート男子シングルスの 羽生 結弦選手、銀メダリストのスキー・

ジャンプ 男子ラージヒル個人 葛西 紀明選手、スノーボード 女子パラレル大回転の 竹内 智香

選手、スキー・ノルディック複合 渡部 暁斗選手たちの話とともに、私が熱烈に応援していた

フリースタイル・スキー 女子モーグル 上村 愛子選手の話をしました。

上村さんは、長野オリンピックでは７位、ソルトレイクでは６位、トリノ５位、バンクーバ４

位と、一つずつ順位を上げていて、ソチオリンピックでは大いにメダル

を期待されていました。しかし、決勝で残り選手３人の時点までトップ

をキープしていたのにその３人に抜かれ、結果４位となってメダルを逃

しました。それでも上村さんは、２０年間の競技生活の毎日、夢をもっ

て過ごせたことに感謝しますと語って引退していきました。２０年間

も世界のトップスキーヤーとして活躍し、冬季オリンピック５回の

連続出場を果たしてきたことそれだけでも素晴らしいことです。

上村さんは、メダル以上のものをつかみ取ったすごい人なんですね。

新入生歓迎会

新入生は入学式から２日経ち、やっ

と中学生活に馴染んできた頃に、４月１

０日(木)新入生歓迎会行われました。生

徒会役員による学校生活や行事の紹介、

各部がそれぞれ工夫をこらした部活紹介

などがありました。１年生は、これから

初めて体験する委員会活動や部活動が始

まります。２２日(火)までは、部活動の

体験入部の期間です。先輩たちとこれか

ら接していく中で、早く大北中に慣れて

いって欲しいです。そして大北中の伝統

の元気なあいさつを継承していってくだ

さい。

４月後半の予定

４月２１日(月)～２６(金)二者面談・家庭訪問

２２日(火)国学力調査(３年)､腎臓病検査

２３日(水)眼科検診

２８日(月)スポーツテスト・身体測定 離任式


